デベロップカップ 2011
第25回日本クラブユース選手権(Ｕ-15) 全国大会

報　告　書

サンフレッチェくにびきＦＣ　

吉川　公二

[ 日　  時 ]
   2011年8月17日（水）～23日（火）

[ 場　  所 ]
　北海道帯広市・中札内村
[ 予選リーグ ]
　8/18（木）ｖｓスプレッド・イーグルFC函館（0-0）△
　8/19（金）ｖｓスマイス・セレソン（1-4）●

　8/20（土）ｖｓ宇治FC（1-3）●

※＜試合時間＞　予選リーグ　35分×2　　決勝トーナメント　40分×2

[ 報告試合内容 ]　＜1日目・2日目＞

（予選リーグ）1日目

8/18（木）ｖｓスプレッド・イーグルFC函館　　天候　くもり　気温　22℃

震災の関係に伴い、今年のクラブユース選手権は北海道で開催することとなりました。
昨年はadidas cupに参加しましたが、今年はデべロップカップに参加させていただくことになり、チーム一丸で優勝を目指し開幕しました。

初戦の相手は、北海道のスプレッド・イーグルFC函館とでした。

スプレッドは前線にスピードのある選手を揃えてDFラインの背後のスペースを上手く使ってくる戦術でした。くにびきFCとしても相手ボールに対して素早くプレッシャーをかけて相手のリズムにさせないようにしながら、ゲームを進めていきました。

しかしながら、こちらのボールの失い方が悪く反対にカウンターを与える場面が多くなり自らリズムを相手に与えるといったことを招いてしまいました。

後半は、お互いにゴール前で決定的なシーンを逃し、0－0のドローで開幕戦を終えました。

　気温がかなり低く、コンディションが良くないのとグランドに水溜りができるといった状況で、あまり良好とは言えないレベルでした。
（予選リーグ）2日目

8/19（金）ｖｓスマイス・セレソン　　天候　くもり　気温　20℃

　開幕戦に勝てなく、トーナメント進出するには負けれられない状況になったスマイス・セレソン戦、先日の反省と相手の分析を行いながらゲームに挑んだ。
先日の反省を意識しすぎたのか、ボールを大事にしすぎて判断が遅くなったり、足元のパスが優先になったりシュートまでにいたらない。中盤でカットされることが多くなり簡単にコーナーを与えてしまい失点を招く。直後の安易なDFのコントロールミスをすかさずショートカウンターを受け連続失点してしまう。
一層、点を取りに行かないと後がなくなった後半は前線に長いボールを入れながら前線での時間を作る意識をもたせた。それが有効的に出たのか相手のぺナルティーエリア内で反則をもらい1点を返す。ゴールへの積極性が生んだ得点だった。
その後も相手のゴール前でチャンスを何度も作るが得点にいたらない。なんとか同点にしないと厳しくなることから、選手を入替て点を取りに行くが、一瞬の隙をつかれて3点目を献上してしまう。リスク管理はしていたが1対1の守備とカバーリングの甘さから突破を許してしまった。最終的に4失点を献上してしまい敗戦してしまう。
これにより、予選リーグ敗退が決まった。
　

成果と課題
成　果
　ほとんどの選手が全国大会を経験するのが初めてで若干、緊張気味で望んだ大会序盤でしたが少しずつ雰囲気にも慣れてきてアップの時から大きな声がでるようになった。
まず、普段とは違う場面、状況の中でいかに普段の自分たちになれるかが大事なことでしたが状況認識をし、「今・何を・どのように」しないといけないのか？を判断していくことが出来るようになったことが一番の成果だった。
　もうひとつは、カウンター主体の相手に対しても、しっかりボールを繋いでいこうと努力をしながら、ミスを恐れずに前にいく姿勢は成果だったと感じる。
課　題
　しっかりポゼッションしながらビルドアップしていく中で、簡単にボールを失ってしまう。
（攻守の切り替えの遅さ、前を向く・行くためのポジショニング、簡単なコントロールミス、動き出しのタイミング）などといったことがボールを失う要因になっていた。

　ほとんどがオフ・ザ・ボールのところに原因があると考える。しかしながら、この原因も普段の習慣化の薄さが失う最大の原因につながると思った。

我々は練習の中でいかに選手が「考え・動き・改善」するといったサイクルを習慣にしていくか、そうさせていくかを考える必要があると思う。

できるだけ選手が自分で考え、実行に移すことが出来、その状況をつくっていきながら自然に選手同士のコミュニケーションスキルが高まるようにしていこうと思う。
もちろんサッカーの本質と原理原則を踏まえた中で、5W1Hを考えながらプレーさせたいと思う。
まとめ
　同じグループのチームのタイプを考えると、ほとんどチームが守備をしっかりしながらカウンターを狙う、仕掛けるといったタイプが多かった。（デベロップカップに関して）
素直に観ていて美しいサッカーではなく、勝つためにだけ闘うといったスタイル（蹴って走る）のサッカーだった
確かに、勝たなければ上に上がれない状況下では仕方がないのかもしれないが、あまりにもNOプラン・NO判断のプレーが連続していたことに困惑させられたのは事実である。

　今後もクラブの栄光や実積評価を考えると「勝つためのやり方」をしていかなければならないのかもしれないが、未来のある選手育成をしていくためには、サンフレッチェスタイルを貫きながら取り組んでいかなければならないと思う。
　今大会の経験を活かして、何事にも成長していければと考えます。
